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日本共産党は3議席日本共産党は3議席
　比例 2 議席・東京で吉良氏勝利　比例 2 議席・東京で吉良氏勝利
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氏名 得票 率 得票 率

当 古川　俊治 自由民主党 現 573,114 16.78% 8,774 13.83%

当 江原　くみ子 国民民主党 新 535,706 15.69% 10,962 17.27%

当 くまがい　裕人 立憲民主党 現 480,330 14.06% 6,972 10.99%

当 大津　力 参政党 新 465,278 13.62% 9,309 14.67%

矢倉　かつお 公明党 現 441,613 12.93% 7,303 11.51%

伊藤　岳 日本共産党 現 227,488 6.66% 3,830 6.04%

桜井　ななえ れいわ新選組 新 198,936 5.82% 3,612 5.69%

りゅうの　まゆ 日本維新の会 新 150,475 4.41% 3,592 5.66%

石濱　哲信 日本保守党 新 129,130 3.78% 4,146 6.53%

武藤　かず子 チームみらい 新 83,957 2.46% 2,409 3.80%

高井　たまき 社会民主党 新 50,335 1.47% 1,081 1.70%

山田　信一 NHK党 新 26,469 0.78% 490 0.77%

増山　ゆうか 日本誠真会 新 25,312 0.74% 478 0.75%

斉藤　よしひで 無所属 新 19,190 0.56% 289 0.46%

津村　大作 日本改革党 新 7,992 0.23% 212 0.33%

3,415,325 100.00% 63,459 100.00%

埼玉選挙区　　候補者 埼玉県 戸田市
党派名

合計
※得票数の小数点以下は四捨五入 投票率：５７．４６％

消
費
税
５
％
減
税
な
ど
、公
約
実
現
へ

消
費
税
５
％
減
税
な
ど
、公
約
実
現
へ

花
は な い

井 あきこ
048-443-8332048-443-8332
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事務所）事務所）

むとう 葉
よ う こ

子
048-443-8332048-443-8332

（日本共産党蕨戸田（日本共産党蕨戸田
事務所）事務所）

本
ほ ん だ

田　哲
てつ

090-3535-9643090-3535-9643

お 困 り ご と な ど 何 で も ご 相 談 く だ さ い 生
活
相
談
コ
ー
ナ
ー

生
活
相
談
コ
ー
ナ
ー

差別・排外主義と差別・排外主義と
たたかい、たたかい、憲法を守る憲法を守る

　自民党の悪政に、また、差別・分断に抗う市　自民党の悪政に、また、差別・分断に抗う市
民の皆さんの大きなうねりとともに、逆転勝利民の皆さんの大きなうねりとともに、逆転勝利
をめざしましたが、議席には届きませんでした。をめざしましたが、議席には届きませんでした。
　力不足をお詫びします。　力不足をお詫びします。
　自公を少数に追い込んだ国民の皆さんの願い　自公を少数に追い込んだ国民の皆さんの願い
に応える政治の実現へ、力を尽くします。差別・に応える政治の実現へ、力を尽くします。差別・
排外主義とたたかい、憲法を守り抜きます。排外主義とたたかい、憲法を守り抜きます。

伊藤岳伊藤岳
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蕨戸田衛生センター蕨戸田衛生センター
7月 17日ごみ収集再開 7月 17日ごみ収集再開 

　令和 7（2025）年 7月 12日（土）に発生した蕨戸田衛生センター　令和 7（2025）年 7月 12日（土）に発生した蕨戸田衛生センター
の火災に伴い、蕨市・戸田市の市域内では、7月 14日（月）から 16の火災に伴い、蕨市・戸田市の市域内では、7月 14日（月）から 16
日（水）まで、全ての品目のごみ・資源物の収集を一時停止していま日（水）まで、全ての品目のごみ・資源物の収集を一時停止していま
したが、7月 17日（木）から、ごみ収集を再開することとなりました。 したが、7月 17日（木）から、ごみ収集を再開することとなりました。 
火災の状況などとあわせて、下記のとおり、お知らせいたします。 火災の状況などとあわせて、下記のとおり、お知らせいたします。 
1.ごみ収集の再開について 1.ごみ収集の再開について 

（1）収集の再開 （1）収集の再開 
・ごみの収集については、家庭ごみ（燃やすごみ・資源物・燃えないご・ごみの収集については、家庭ごみ（燃やすごみ・資源物・燃えないご

み・粗大ごみ）、事業系ごみの収集を、7月 17日（木）から再開いみ・粗大ごみ）、事業系ごみの収集を、7月 17日（木）から再開い
たします。 たします。 

・ごみの処理は、近隣自治体等に協力を依頼し、搬出・処理します（次・ごみの処理は、近隣自治体等に協力を依頼し、搬出・処理します（次
項参照）。 項参照）。 

※市民の皆様には、両市でさまざまな手段を講じて周知を徹底して※市民の皆様には、両市でさまざまな手段を講じて周知を徹底して
いきます。 いきます。 

※通常よりも収集に時間を要するとともに、17日から多量のごみを※通常よりも収集に時間を要するとともに、17日から多量のごみを
集積所に出しますと、収集能力を超えてしまいますので、市民の集積所に出しますと、収集能力を超えてしまいますので、市民の
皆様には可能な限り、日を分けて排出していただくようご協力を皆様には可能な限り、日を分けて排出していただくようご協力を
お願いしていきます。 お願いしていきます。 

※また、事業系ごみについては、排出量の多い事業者様等に当面の間、※また、事業系ごみについては、排出量の多い事業者様等に当面の間、
排出量の減量等をお願いしていきます。 排出量の減量等をお願いしていきます。 

（2）県内自治体等の受け入れ協力 （2）県内自治体等の受け入れ協力 
・さいたま市、川越市、和光市、東埼玉資源環境組合（越谷市、草加市、・さいたま市、川越市、和光市、東埼玉資源環境組合（越谷市、草加市、

八潮市、三郷市、吉川市、松伏町）、児玉郡広域市町村圏組合（本庄八潮市、三郷市、吉川市、松伏町）、児玉郡広域市町村圏組合（本庄
市、美里町、神川町、上里町）・株式会社市川環境エンジニアリング、市、美里町、神川町、上里町）・株式会社市川環境エンジニアリング、
オリックス資源循環株式会社 オリックス資源循環株式会社 

2.火災の状況について 2.火災の状況について 
（1）火災の発生日時・場所 （1）火災の発生日時・場所 
・令和 7年 7月 12日（土）正午頃 ・令和 7年 7月 12日（土）正午頃 
・蕨戸田衛生センター粗大ごみ処理施設（戸田市美女木北 1-8-1） 地・蕨戸田衛生センター粗大ごみ処理施設（戸田市美女木北 1-8-1） 地

下 1階 破砕物排出コンベヤ 下 1階 破砕物排出コンベヤ 
（2）鎮圧・鎮火 （2）鎮圧・鎮火 
・鎮圧 :令和 7年 7月 12日（土）午後 11時 16分 ・鎮圧 :令和 7年 7月 12日（土）午後 11時 16分 
・鎮火 :令和 7年 7月 13日（日）午前 11時 ・鎮火 :令和 7年 7月 13日（日）午前 11時 
（3）被害状況 （3）被害状況 
・けが人など人的被害はありません。建物の被害状況は現在調査中。 ・けが人など人的被害はありません。建物の被害状況は現在調査中。 
・火災により、施設の電気設備に損害を受けていることから、粗大ご・火災により、施設の電気設備に損害を受けていることから、粗大ご

み処理施設のほか、ごみ焼却施設、リサイクルプラザ、し尿処理施み処理施設のほか、ごみ焼却施設、リサイクルプラザ、し尿処理施
設の稼働再開には相当の時間を要する見込みです。 設の稼働再開には相当の時間を要する見込みです。 

（4）実況見分 （4）実況見分 
・令和 7年 7月 14日（月）戸田市消防本部、蕨警察による実況見分 ・令和 7年 7月 14日（月）戸田市消防本部、蕨警察による実況見分 
（5）出火原因 （5）出火原因 
・現在調査中 ・現在調査中 
3.管理者（蕨市長）・副管理者（戸田市長）のコメント 3.管理者（蕨市長）・副管理者（戸田市長）のコメント 
　蕨市と戸田市で運営するごみ処理施設の火災により、7月 14日か　蕨市と戸田市で運営するごみ処理施設の火災により、7月 14日か
ら 16日までごみ収集を一時停止することとなり、市民の皆様には、ら 16日までごみ収集を一時停止することとなり、市民の皆様には、
ご不便、ご迷惑をおかけしておりますことを心よりお詫び申し上げご不便、ご迷惑をおかけしておりますことを心よりお詫び申し上げ
ます。 ます。 
　ごみの収集については、県内の自治体の皆様のご協力をいただき、　ごみの収集については、県内の自治体の皆様のご協力をいただき、
7月 17日（木）から、家庭ごみ、事業系ごみの収集を再開できるこ7月 17日（木）から、家庭ごみ、事業系ごみの収集を再開できるこ
ととなりました。この間の収集停止期間にあたっては、市民の皆さととなりました。この間の収集停止期間にあたっては、市民の皆さ
ん一人ひとりのご協力をいただいておりますこと、心よりお礼を申ん一人ひとりのご協力をいただいておりますこと、心よりお礼を申
し上げますとともに、収集再開後も、運搬に伴う回収時間の変更なし上げますとともに、収集再開後も、運搬に伴う回収時間の変更な
どが生じますが、引き続き、ご理解を賜りますよう、お願い申し上どが生じますが、引き続き、ご理解を賜りますよう、お願い申し上
げます。 また、蕨市、戸田市のごみの受け入れにご協力くださる県げます。 また、蕨市、戸田市のごみの受け入れにご協力くださる県
内の自治体様、調整をいただいた埼玉県様をはじめ、関係各位に改内の自治体様、調整をいただいた埼玉県様をはじめ、関係各位に改
めて深く感謝申し上げます。 めて深く感謝申し上げます。 
　今後も安定的なごみの処理、そして、施設の稼働再開に向けて、　今後も安定的なごみの処理、そして、施設の稼働再開に向けて、
全力で取り組んでまいりますので、ご理解をくださいますようお願全力で取り組んでまいりますので、ご理解をくださいますようお願
い申し上げます。 い申し上げます。 
　　　　　蕨戸田衛生センター組合　管理者  蕨市長  頼高 英雄 　　　　　蕨戸田衛生センター組合　管理者  蕨市長  頼高 英雄 
　　　　　　　　　　　　　　　　　副管理者 戸田市長 菅原 文仁　　　　　　　　　　　　　　　　　副管理者 戸田市長 菅原 文仁


